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構成 

効果 

ポリマーおよびその製造方法ならびに接着組成物 
●生体適合性に優れる 

 

❶技術分野 

本発明は、ポリマーおよびその製造方法ならびに接着組成物に関する。 

❷発明の背景と目的 

アパタイト（人工骨）と骨の接合に有効な接着剤は無く、ポリメタクリル酸メチル等の樹脂

を重合させて接着する方法が主に用いられている（非特許文献１：カスタムメイド骨接合材料

の開発ガイドライン２０１０、平成２２年１１月、経済産業省参照）。但し、この場合、約８０℃

の反応熱を伴うため、周辺の細胞が壊死するおそれがある。 

高い接着力を有するとともに、アルコール溶解性、特に、エタノール溶解性を有するポリマ

ーを提供する。 

❸発明の構成と効果 

ポリマーは、３－（３－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸および３，４－ジヒドロキ

シ桂皮酸のうちからから選ばれるいずれか１つまたは双方と、３，４－ジヒドロキシフェ

ニルアラニンおよび４－ヒドロキフェニルアラニンのうちから選ばれるいずれか１つま

たは双方をエステル共重合化してなる。無水酢酸およびアパタイトを触媒とする。 

本発明に係るポリマーは、３－（３－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸および３，４

－ジヒドロキシ桂皮酸のうちからから選ばれるいずれか１つまたは双方と、３，４－ジヒ

ドロキシフェニルアラニンおよび４－ヒドロキフェニルアラニンのうちから選ばれるい

ずれか１つまたは双方をエステル共重合化したものであるので、高い接着力を有するとと

もに、アルコール溶解性、特に、エタノール溶解性を有する。 

また、本発明に係るポリマーの製造方法は、無水酢酸およびアパタイトを触媒としてエステ

ル共重合化するので、製造工程が簡易である。 

また、本発明に係る接着組成物は、上記のポリマーを含有するため、接着剤として生体に用

いるときに、生体適合性に優れる。 

          


